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三陸・常磐地域の水産加工業者の課題解決・水産加工品の魅力
向上のための取組

◼ (有)三陸とれたて市場（岩手県大船渡市）
海外飲食店向けにグローバルブランド化を図るため、
社名やブランド名等の刷新検討を支援

◼ マルサン松並商店(株)（宮城県塩竈市）
BtoC分野の経験不足を補い、選ばれる高付加価値商品とし
て「炙り鯛めしの素」の開発支援

◼ (株)おのざき（福島県いわき市）
三陸・常磐ものと福島の酒粕を組み合わせた漬け魚商品
「蔵粕海(くらかすみ)」シリーズ開発とロングセラー化支援

ケースで学ぶブランド化「魚種変化対応へのヒントオンラインセミナー」の開催

◼ 魚種変化に対応する商品開発・ブランディング等に課題を抱える三陸・常磐地域の水産加工業者が、高付
加価値な商品開発・ブランディングを実現するため、知的財産権やマーケティング等の専門家による伴走
支援を実施し、成果や課題を整理・分析。

◼ 令和8年3月にオンラインセミナーを開催し、伴走支援で得られた工夫や課題、学びを共有。三陸・常磐地
域の水産加工業者、支援機関を中心に約50名が参加。

◼ 開催日：令和8年3月5日(木) 場所：オンライン配信

◼ 魚種変化への具体的対応力の向上と、商品・ブランドづくりの実務に資する機会の提供を行った。

②知的財産権に係る講演
魚種変化対応における知財活用のススメ
～今回の伴走支援事業を参考に～

セミナーの様子

●動画は経済産業省YouTubeでご覧いただけます。
https://youtu.be/VfhcAnlC-kc

①パネルディスカッション
テーマ１：伴走支援による取組概要と今後の課題について
テーマ２：魚種変化への対応とこれからの事業展望

伴走支援の概要

蔵粕海
「カキの酒粕漬け」

伴走支援の様子

①の様子 ②の様子
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福島相双復興推進機構の取組事例

◼ 2月20日～3月1日の10日間、埼玉県蓮田市の東北自動車道蓮田サービスエリア（上り線）にあるPasar蓮田にて、相双機構の

主催で、福島県の水産加工品の販売会である「ふくしま常磐大漁市」を出店。本イベントが高速道路のSA・PAに出店するのは

今回が初めて。

◼ 本イベントでは、福島県の水産加工業者等16社の商品78品を販売。また、カネセン水産の「味付きつまみたこ」や岩下商店の「さ

つま揚げ」などの試食を実施。

◼ 開催期間中は多くのお客様にご来場いただいた。高速道路を使われる方だけではなく、SA付近にお住まいの地元の方が複数回ご来

場されるケースも多く見受けられた。お客様からは「つまみたこを食べてみたら美味しかった。」「ここで美味しい海苔が買えるのは助か

る。」「地元が福島。懐かしいものが置いてある。」「震災の頃から気にしている。福島を応援している。」など、多くの応援の声をいただい

た。風評等は全く感じられなかった。

ふくしま常磐大漁市 ㏌ Pasar蓮田（蓮田市）

会場の様子 試食の様子
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日本貿易振興機構（JETRO）の取組事例

日本最大級の食品流通業向け商談展示会SMTS2026の機会を捉え輸出商談会を実施

■主な評価

・水産品について原材料より加工品にバイヤーの興味は移行している様子。原材料
から完成品まですべて日本製との点について、バイヤーに興味を持って貰えた。
・商品ごとに規格書を提示すると、すぐに受注につながると感じた。
・輸出実績のない国のバイヤーとの商談機会が得られ、情報収集とともに今後の提案
商品を選定しやすくなった。
・商品競争力の再確認および海外展開に向けた実践的な足掛かりを得られた。

■ジェトロ食品輸出商談会 at SMTS概要

・日程：2026年2月18～19日、会場：幕張メッセ国際会議場

・参加者数： 岩手県2社、宮城県1社の水産・水産加工事業者を含む236社

・招へいバイヤー： 16カ国17名（米、英、仏、中、韓、ブラジル、メキシコ、

ウクライナ、デンマーク、タイ、カンボジア、フィリピン、インド、UAE、モロッコ)

・主な三陸産等の水産関連商談品目：ホタテ、タコ、ウニ、金目鯛、茎ワカメ、

サーモン、サーモン加工品

◼ 2月18日～20日、食品流通業向けで国内最大級の商談展示会「第60回スーパーマーケット・トレードショー2026
（SMTS2026）」が開催され、ジェトロはこの機会を捉え、日本産農水産物・食品の調達に意欲的な16カ国17名の食品バ
イヤーを招へいした。

◼ 18日、19日にSMTS出展者を中心とする日本企業とバイヤーの間で食品輸出商談会を実施。さらに20日にバイヤーがSMTS出
展者ブースを訪問する形式での商談機会を設けた。食品輸出商談会では、岩手県、宮城県の水産・水産加工事業者が参加、
ホタテ、ウニ等の食品を対象に商談が行われた。

商談風景

招へいバイヤー集合写真

SMTSブースでの商談風景
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中小企業基盤整備機構の取組事例

◼ 中小企業の経営者・後継者、支援機関等を対象とした研修施設である中小企業大学校瀬戸校、広島校、東京校の食堂にお
いて、株式会社ニッコクトラストと中小機構の共同実施で、「復興支援メニュー」を計132食提供した。

※瀬戸校（3/5・24食、3/13・8食）、広島校（3/6・20食）、東京校（3/11・80食）

◼ 今後も三陸常磐ものの消費拡大を図っていく。

復興支援メニューの提供

栄養・ボリューム満点の食事を提供しております。
研修を受講される中小事業者・支援機関にご利用いただいています。

中小企業大学校 食堂のご紹介

瀬戸校にて提供された
「大船渡産さんまフライ」の
定食(左)
岩手県観光パンフレット等
展示(右)

広島校にて提供された
「大船渡産さんまフライ い
ぶりがっこタルタル」の定食
(左)
岩手県観光パンフレット等
展示(右)

東京校にて提供された
「気仙沼産マグロカツと宮
城産いわし入りハンバー
グ」の定食(左)
宮城県観光パンフレット等
展示(右)

広島校 食堂入口

東京校 食堂入口

瀬戸校 食堂入口
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7廃炉・ALPS処理水の安全性に係る広報①

◼ ALPS処理水に係るモニタリングの結果を一目でわかるマーク形式で表示するページについて、Yahoo!JAPANのトップページに

バナー広告を掲載。

ALPS処理水に係るモニタリングページ（抜粋）

ページはこちら

Yahoo!JAPAN バナー広告
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廃炉・ALPS処理水の安全性に係る広報② 8

１分程度でわかりやすく解説する動画

① ALPS処理水って何？
本当に安全なの？

④ 本当に海洋放出をしても
大丈夫なの？

② トリチウムって何？ ③ なぜALPS処理水を
処分しなければならないの？

⑤ 近海でとれた魚は
大丈夫なの？

◼ 「ALPS 処理水について知ってほしい５つのこと」をそれぞれ１分程度でわかりやすく解説する動画について動画広告を展開。

（動画はそれぞれ画像左下の２次元コードからご覧いただけます。）
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井野経済産業副大臣
原子力エネルギーサミット2026に出席

【経済産業省】 井野経済産業副大臣が原子力エネルギーサミット2026に出席しました
https://www.meti.go.jp/press/2025/03/20260312001/20260312001.html

◼ 3月10日（火曜日）に、フランスのパリにおいて原子力エネルギーサミット2026が開催され、井野副大臣が出席しました。

◼ 今回の会議は、フランスのエマニュエル・マクロン大統領及び国際原子力機関（IAEA）のラファエル・マリアーノ・グロッシー事務局長に

よる共催で開催され、各国から出席した首脳や閣僚級による演説が行われました。

◼ 井野副大臣は、日本は、安全性の確保を大前提に、原子力を最大限活用していく方針のもと、既設炉の再稼働を進めていくこと、次

世代革新炉の開発・設置に向けて研究開発支援や産業基盤の維持強化、投資環境の整備に取り組むことを発信しました。また、福

島の復興と、福島第一原子力発電所の安全かつ着実な廃炉に全力で取り組み、科学的根拠に基づく透明性の高い情報発信を

続けることを強調しました。そして、原子力を安全かつ持続的に進めるためには、原子力安全・核セキュリティ・核不拡散を確保しつつ、

国際的な協力が不可欠であること等について発信しました。
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井野経済産業副大臣とIAEAのグロッシー事務局長会談
（３月10日）

【経済産業省】 井野経済産業副大臣が原子力エネルギーサミット2026に出席しました
https://www.meti.go.jp/press/2025/03/20260312001/20260312001.html

◼ 井野副大臣から、ALPS処理水の海洋放出に関する安全性レビューなど、グロッシー事務局長のリーダーシップに敬意を表するとともに、

IAEAの国際安全基準に基づく客観的な活動は重要であり、日本として引き続きIAEAと協力していきたいと述べました。

◼ グロッシー事務局長から、IAEAの責務として、客観的な立場で関与することで原子力に対する信頼性を確保することは重要であり、

原子力の安全な利用を推進していくために、引き続き日本と緊密に連携していきたいとの発言がありました。

井野副大臣とIAEAのグロッシー事務局長
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海水・魚のトリチウムの迅速なモニタリング

○海水中トリチウムを精密分析にて測定。

○20km以上離れた海域や、宮城県沖南部、茨城
県沖北部でも、精密分析を実施。

○水産物は年約380検体でトリチウムを測定

○①放水口の北北東へ約４km、②放水口の南南東
へ約５kmの２地点で、週４回迅速分析を実施
（放出のない期間は週１回）

水産庁

○海水中トリチウムを測定

○放水口周辺４地点毎日、その他６地点で週２回（放
出期間中）、放水口周辺４地点週１回、その他６地
点で月１回（放出停止期間中）迅速分析を実施。

○海水中トリチウムを測定

○放出期間中、放水口近傍３地点で期間中２回、そ
の他沿岸20地点で期間中１回、迅速分析を実施。

東京電力

計画どおりに安全に放出できていることを確認

環境省

（参考）原子力規制庁
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東京電力による新聞広告掲載

◼ 2022年８月から、東京電力が、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉の取組について、定期的に地元紙（福島民報、福島

民友、岩手日報、河北新報、茨城新聞）に広告を掲載。

◼ 本年3月は2回掲載しており、今後も月１～２回の頻度で継続的に実施を予定。

新聞への広告掲載内容（左上：モニタリング状況のお知らせ、
右下：1号機原子炉建屋上部を覆う大型カバーの設置が完了）
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